
いつもありがとうございます。 

W40 青果発注書をお送り致しました。 

御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

・松茸情報 9月 21日 

 W40 米国産松茸ひらき特売です。 

 ● 中国産 産地状況  

現在、雲南が、9 トン、四川が、5 トン 合わせて、日量約 14 トン弱です。 

チベットは、寒さで終了しましたが、この温暖化の影響か、 

例年終わる四川もまだ出ています。 

雲南省もこれから最後まで出る産地が、出てきました。 

 

産地の切り替わりで、開きは少なくなり、つぼみ系が 中心です。 

来週のシュウセキ（中秋の名月）が、２９日。 

そして国慶節となるので、本来なら価格が右肩上がりの年が多いのですが、 

今年は、中国の景気も悪く、いつも買いが強い韓国も今年は、元気がありません。 

 

産地の貯め物も例年通り、日本で出てきていますが、品質も悪く、 

それも影響して相場は、静かです。 

来週は、月末週でもあるので、同じような相場展開が予想されます。 

 

日本側も円安で商社は入荷を抑え気味、需要も出てきていますが、 

気温も高く、国産が出遅れていて、ムードも未だ高まらず、静かな週になりそうです。 

 

● 北米産 産地状況  

カナダは、少し出てきておりますが、増える気配はまだありません。 



不作です。  

アメリカは、来週雨が降り、その後は増えてくると言っていますが、 

今は、数量が伸びず横ばいのままです。 

日量約１トンですので、アメリカ国内の需要もあり、 

これ以上の下げは、数量が増えないと見込めません。 

 

日本側は、値下げ要望を出していますが、すでに産地は、底値に近い価格で、 

やはり円安が影響しています。 

数量は、増えるまでは抑えた状態が続きます 

 

● 日本市場  

業務関係も日々動き出していますが、気温が高いことと、 

国産が全く出てこないのでムードは低いです。 

昨年に比べて中国も安いので、ここから月末にかけても販売はしやすいです。 

 

中国もアメリカも数量は、問題ありません。 

但し、開きだけが、もう少し不足感は続きます。 

１０月頭に向けて引き続き販売強化お願いします 

 

● 今後の動き 

アメリカも中国も横ばいの予想です。 

１０月に入ると変わるので、特売よろしくお願いします。(吉田清一郎) 

 

  



・鹿児島県産 夢百笑 糖蜜あんのう芋 

・香川県坂出市産 有機栽培 宮下さんのさつまいも【紅はるか】 

先週、2種類のさつまいもが新登場しました。 

 

安納芋と紅はるか。 

どちらも「ねっとり系」で、 

「甘いさつまいも」と言えば 1、2番目に名前が出る品種になります。 

 

同じ系統でも、特徴が少し違う為、 

今回は上記について書いていきます。 

 

【安納芋】 

丸い見た目が可愛く、黄金色の中身が映えるさつまいも。 

食感の滑らかさが、大きな特徴です。 

舌触りや、クリームペースト状にするお菓子ではとても強いさつまいもだと言えます。 

 



【紅はるか】 

安納芋よりも甘味が強く出やすく、粘りも、さらに強い品種です。 

細長く、切った際大きさが揃いやすいので、料理がしやすいさつまいもだと思います。 

又、お通じを良くする「ヤラピン」という成分が、安納芋よりも多く含まれています。 

 

紅はるかの方が甘味が強く出やすいと、記載を行いましたが、 

とても大きな差ではありません。 

ですので、食感や見た目の好みで選んでいただく事が一番だと感じます。 

 

是非、ご検討ください。(販促部:吉田紗知子) 

 

 

・山形県 東根市産 フルーツ王国のシャインマスカット 

 

『 山形県 東根市産 フルーツ王国のシャインマスカット 』 

先日、産地さんよりお送りいただきました。 



上の写真は、その時に撮影したものですが、とにかく粒が大きく、迫力満点でした。 

 

試食と、測定もさせていただきました。 

糖度は 17度で、甘みがありながらも ベタベタとした感じはなく、 

次々にぱくぱくと食べてしまいました。 

さわやかに漂う、マスカット特有の香りも上品です。 

 

果物の中でも、高級品の位置づけとなるシャインマスカットですが、 

だからこそ、以前の発注書で書かせていただいた松茸のように、 

買って損をしたくない、という思いが強くなるものと思います。 

 

山形県 東根市で、斎藤さんが作るこのマスカットは、 

きっとご満足いただける価値をもった商品です。 

 



商品名の 『フルーツ王国』 の名の通り、 

山形県 東根市は、果樹栽培に適した風土の土地。 

ぶどう、りんご、桃、さくらんぼ、柿など、 

多種多様な果物が、四季を通じて栽培されています。 

 

東根市の土壌は、水はけが良いため、 

土壌内に余分な水分が滞留しにくく、 

また、昼夜の寒暖差の大きい気候も合わさることで、 

他の産地にはない、深く 濃い甘みの果物に育ちます。 

 

 そんな果物のブランド産地で、長年蓄積された技術で栽培されているシャインマスカット。 

 味はもちろん、見た目も相応に価値を持った商品であることを、 

 写真の迫力で、感じていただけますと幸いです。 

 

ｗ42 からは、同産地から、 

『山形県 東根市産 特別栽培 フルーツ王国のブランデー脱渋柿』 が新登場予定と

なっております。 

その名の通り、ブランデーを使用して渋抜きを行った柿であり、 

炭酸ガスを使った、一般的な脱渋方法よりも、とろけるような食感になります。 

新登場まで、もうしばらくお待ちくださいませ。 

 

フルーツ王国 東根市の果物を、どうぞよろしくお願い致します。(販促部：渡部智加) 

 

  



・北海道産和田さんの長いも 

大変申し訳ございません。相場の関係ももちろんあるのですが、 

好評すぎて想定よりも早く売り切れてしまいました。 

次の作も今のところ順調で、収穫は 10月の末ごろからを予定しています。 

           

和田さんには新物として収穫したらすぐ出荷して欲しいとお伝えしたのですが、 

収穫後すぐは味がのらないので出せません、と断られてしまいました。 

できる農家さんだけに自分の作った野菜が自分の思う味にならないと出荷しない 

というこだわりは貫き通すようです。さすが。 

           

なので、しばらくアルファーの長芋は休止扱いとなります。 

次の作の新物が和田農園さんから出荷されるのは 11月中旬以降となりますので、 

そこからの再開となります。 

ネバリスターはまだ少しあります。予想としては 10月の中旬～下旬の終了となります。 

ご迷惑をおかけしますが宜しくお願い致します。 

           



・兵庫県産丹波篠山産志儀さんの早生黒枝豆 

 

久しぶりに丹波篠山産の黒枝豆が新登場になります。 

ただ、栽培履歴もないですし、試食もまだですし、測定もまだなので 

ご注文いただくのであればその次の週の方がいいかもしれません。 

 

丹波篠山の黒枝豆はざっくりと早生黒と本黒に分けられます。 

早生黒は夏から秋の収穫分で今回ご案内する分です。 

本黒は 10月 7日の解禁日に合わせて販売されるものです。 

 

早生黒の方は本黒とはきっちり区別されている為、人によっては本黒とは 

決定的に違うと評価されますることもあります。 

ただ、本黒の方も解禁日に買って食べても味がいいかというと、 



収穫間際の場合にはやはり味がのってこないこともあるそうです。 

志儀さんはそのことを考慮して、解禁日の 10月 7日に合わせて 

販売をすることはせずに、ある程度美味しくなってからの販売をされます。 

アルファーの方でもそれに則って 10月 7日以降に 『本黒』 の  

ご案内を予定しています。 

少々勇み足での案内だと自覚しています。 

先に書いた通り、アルファーでの試食・測定を待ってからの取り扱いでも 

充分間に合うかと思いますので考慮頂けると幸いです。(吉田麻衣) 

 

 

・熊本県 特別栽培 吉田さんのみかん肥のあけぼの 

人気がなさそうに見えるけど、販売すると売れることが分かるみかんなんです。 

つまり、この味を求めている女性は多いという事です。 

吉田さんがみかんを栽培している三角長という地域は、 

熊本市から南西に少ししたところにひょこっと伸びている、 

宇土半島という、南北が海に囲まれており、 

なおかつ圃場は南向きの斜面に位置しており、最高の場所になります。 

南向きの斜面で栽培していますので日当たりは良いし、吹く風は海からの潮風で、 



みかんを栽培するには最高の地の利が揃っている地域になります。 

 

先日からの長野県のナガノパープルやシャインマスカットの様に 

フルーツをただ揃えるのではなく、 

揃えるのなら美味しいフルーツを揃えなければ販売に繋がりにくくなってしまいそうです。 

大分県のバイヤーさまと ZOOM商談をしている際に 

8月のシャインマスカットの販売結果が良くなかったとのことで詳細をお聞きすると、 

販売開始直後のシャインマスカットの味がイマイチだったのが、 

お客さまに悪い影響を及ぼし、 

味の良いものを販売してもなかなか伸びてこなかったようです。 

フルーツに限ったことではないですが、 

やはり美味しいものを揃えることは大切なことだと教えてもらえました。 

 

昨年は島根県の企業さまがシーズン途中からの晩生品種からの取扱をされたのですが、 

6店舗と店舗数は多くは御座いませんが、 

およそ 1 カ月間で 10kg箱原体で 134箱、贈答用 3kg箱 70箱  

とかなりのボリュームを販売して頂けました。 

その前のシーズンでは大分県の企業さまでも 

1 カ月間で 1kgパック 12p入りを 203箱というボリュームを取扱って頂きました。 

味も良かったし沢山売れています！と当時のバイヤーさまに喜んで頂けていたのですが、 

翌月は突然連絡もないまま別企業さまのみかんを取扱われ 

継続してもらえることが出来ませんでした…。 

 

どちらの企業さまも吉田さんのみかんを松商材に位置づけ、松竹梅の品揃えを行い 

来店されたお客さまにアピール出来るほどのボリュームで取扱って頂けた結果、 

沢山売れています！と感じて頂けるような結果が作れたように思います。 

 



極早生の「肥のあけぼの」から「興津（おきつ）」を品種リレーし 

最終は「南柑」にリレー後は 2月ころまでの販売を予定しております。 

またその他にも、「はるか」、「しらぬい」、「スイートスプリング」などの柑橘類が 

登場してきますので、楽しみにお待ちください。（有安海） 

 

 

・北海道産特別栽培フルーツ夢人参(メマンペッ) 

まだまだ悪い状況続いていますが、産地さんから『２S サイズ少しあるけどいる？？』 

と聞かれたので、今の状況だとそれでも非常にありがたいので二つ返事で OK だしました。 

           

ただ、量が少ないので数量限定での案内となります。 

合計で２Sは 100 ケース程の入荷と聞いていますので、 

パック数にすると 400g換算で 

だいたい 2,500パック（30p入り 83 ケース）となります。 

           

２Sなので値段は相応に安いですが、量が量だけに特売などは 

くれぐれも控えるようお願いします。 

受注量が w40 で上記の数量を上回った場合にはご注文いただきました店舗様で 

等分した納品での対応とさせていただきます。 

           

宜しくお願い致します。(吉田麻衣) 

  



・測定報告 

 ■長野県松本市 武居さんのシャインマスカット・ナガノパープル 

長野県産の、シャインマスカットとナガノパープルを測定しました。 

1種につき、8パック入った箱の中から 1房を選んで測定を行っています。 

 

美味しい個体の選び方を調べると、 

シャインマスカットはより黄色に近いもの、 

ナガノパープルはより濃い色を持ったものが美味しいと書かれていました。 

箱に入っている 8パックを見てみると、色の濃さや色相に差はなく、 

熟す速度が近いもの同士を選別している事が分かります。 

 

【ナガノパープル】 

皮が薄く果汁が多い品種の為、実が柔らかい印象を持ちました。 



箱の底面にあたる粒が 2、3個潰れてしまっている個体も見られたため、 

輸送時の扱いには注意が必要です。 

 

親品種は「巨峰(石原センテニアル)」×「リザマート」で、 

ナガノパープルの色素が濃い皮や香りは巨峰の特徴から引き継いだものだと感じます。 

 

【シャインマスカット】 

ナガノパープルと比べて形が崩れにくい、弾力がある実で、 

粒が潰れてしまっているパックもありませんでした。 

 

親品種は「安芸津 21号」×「白南」で、 

安芸津 21号は「果物の女王」と呼ばれ、栽培の歴史は 130年に及ぶ、 

エジプト原産:マスカット・オブ・アレキサンドリアを親にした品種です。 

 

糖度はシャインマスカットが 19.9、ナガノパープルが 20.9 と検出されました。 

少しの差ですが、ナガノパープルの方が高い測定値となっています。 

 

高い糖度数値ですが、食べてみるとしつこさはなく、 

連続で何個も食べやすい甘さとなっていました。(吉田紗知子) 

  



■山形県 東根市産 フルーツ王国のシャインマスカット 

山形県東根市産・齊藤さんのシャインマスカットの糖度測定と試食を行いました。 

結果は 17.0度でした。 

粒が大きかったです。 

 

9月 6日に、長野県・武居さんのシャインマスカットの測定・測定も行われておりますが、 

糖度の示す通り、斎藤さんのものの方が、 

べた付きのない、さっぱりとした甘さのように思いました。 

また、皮が若干口に残るように感じました。 

 



実自体の味は、どちらもレベルの高い美味しさで、甘みの後味や食感の違いは、好みの領

域かと思いました。(渡部智加) 

 

■長野県山ノ内町産 巨峰 市川さん 

  アルファーでは長年、りんごの取り扱いがある、 

長野県産・市川さんが栽培された 

「巨峰(石原センテニアル)」の糖度測定と試食を行いました。 

 

巨峰は、(9/6 に測定を行った、武居さんのぶどう品種の)ナガノパープルを始め、 

様々な大粒ブドウの親品種となっている代表的品種になります。 

ちなみに「巨峰」は商標名で、「石原センテニアル」が品種名となっています。 



重量の測定を試みましたが、 

箱から取り出す際に粒が取れやすく、2房入りで粒が混ざってしまった為、 

正確に 1房の重量を測れないと判断し、今回測定を行っておりません。 

 

持ち上げただけで、三分の一弱の粒が取れてしまうほど、 

枝から粒が取れやすいと感じましたが、 

粒自体は、実が詰まって弾力があって頑丈な為、 

潰れなどは見られませんでした。 

 

糖度は 18.6 と検出されました。 

 

濃い味わいが長く口の中に残る、美味しさを感じるぶどうでした。(吉田紗知子) 

 

■北海道産 和田農園 男爵・キタアカリ 

男爵、キタアカリ共に、２検体測定しました。 

まず男爵ですが、A は 13 と低く、B は 16 で、過去の結果と比較すると平均的な値とい

えますが、個体差の大きい結果となりました。 

次にキタアカリですが、Aが 14、Bが 15で、これまでの和田さんのキタアカリの測定の中で

最も低い値となりました。 

 

試食も行いましたが、個人的な感想ですが、 

男爵の方は思いのほか味が薄く感じたように思います。 

キタアカリの方は、品種特有の甘みが感じられ、測定値が示す通り、 



粉質感は控えめでした。 

 

これから季節が進み、値や味がどのように変化していくのか、 

また測定を行って調査していきたいと思います。(渡部智加) 

 

■大分県産 工藤さんの濃～いピーマン 

工藤さんのピーマンは、前回から約 2 ヶ月ぶりの測定です。 

手に持った感触ですが、張りがあり、計測の際に切り分けたときも、肉厚さを感じました。 

 

硝酸態窒素は、前回と比較してさらに低い値となっており、 

他産地のピーマンと比べても低いことがわかるので、 

工藤さんの栽培するピーマンは、窒素成分が順当に成長へと 

使われているのではないかと推測されます。 

味が濃いのも、その結果なのではないかと考えます。 

 

糖度は、上部が 5.4度、中部が 5.0度、下部が 6.0度と、 

今回は下部が最も高い結果になりました。 

基本的に、ピーマンは下部の値が高くなりやすいように思います。 

また、擦り下ろしたとき、下部が一番みずみずしく感じたため、 

糖類や水分、栄養素といった構成成分は、下部に集中しやすいのでしょうか。 

重力の影響 ？？？ (渡部智加) 

  



■北海道産 ミニトマト キャロル 10 

 

北海道産、ミニとまと・キャロル 10 を測定しました。前回は、7/26に測定を行っています。 

 

糖度は、最高糖度が 8.4 と、前回の 6.8 よりも高い数値が検出されています。 

ですが、7～6 といった糖度値の個体が多く見られました。 

 

カロテノイド値は、リコペンが 5,726㎍→7,793㎍、β-カロテンが 551㎍→768㎍と、 

前回測定した時よりも、リコペン・β-カロテン共に少し増加しています。 

 

包丁が入りにくく、過去測定したキャロル 10 と比べ、表皮の分厚さを感じました。 

(吉田紗知子) 

 

■長崎県産 なんぶアイコ 

 

長崎県産、なんぶアイコを測定しました。前回は、7/26 に測定を行っています。 

 

糖度が 7.1 と、前回と同じ糖度が検出されています。 

最高糖度は、上記の 7.1 ですが、6.5 といった糖度値が多く見られました。 

 

リコペンが 7,597㎍→6,241㎍、β-カロテンが 1,364㎍→2,380㎍と、 



前回測定した時よりも、リコペンが少し下がり、β-カロテンは増加しています。 

(吉田紗知子) 

 

■石川県産 金澤美人れんこん 

石川県産のレンコンを測定いたしました。 

小さい個体と、大きい個体が混合で箱に入っており、 

今回測定した大は 250～240g、小は 189g程の重量です。 

表面に赤さびがついた状態で出荷される商品の為、 

一度表面を拭き取ってから測定を行いました。 

 

この赤さびは、れんこん酸化鉄 と言われ、 

成長中のれんこんの呼吸が、土の中の赤さびの鉄分と反応し

て生まれます。 

鉄分を豊富に吸って、「新鮮でおいしい証」と言われています。 

 

収穫前に、地上に出ている茎や葉を刈り生育を止めておくと、 

赤さびが抜け、表皮の白いレンコンになる為、 

見た目を整えるために、 

この工程(渋抜き)を行う産地もありますが、 

今回測定したレンコンの産地・石川県では、 

見た目よりも味を優先し、 

渋抜きは行わず、出荷直前まで生育を促し、 

デンプンの含有量を上昇させて出荷を行っています。 

磨くように拭いていくと、白い表面が表れました。 



糖度は 7.5 と、検出されています。 

収穫開始すぐである、夏に収穫されたレンコンはさっぱりとした味で、 

秋が深まり冬になるにつれて、デンプン質が蓄積される為、 

もっちりと粘りのある食感に変化していくとされています。 

 

切った際の糸引きが少なく、過去アルファーで測定した他産地(10月測定)と比べると、 

数値が低めになっている理由は、上記が一つあるかもしれません、 

 

又、硝酸態窒素は検出されませんでした。(吉田紗知子) 

 

・高知県産特別栽培西村さんの生姜の人体実験中⑪ 

今週は生姜使い忘れたので何に使ったのかはなしです。 

           

寝ぼけて不意に肩を変に動かすと神経がジーンと痛みますが 

それ以外ではほとんど痛みは感じないです。 

急に力加えるとたぶん痛みを感じると思うので 

自分の体労わりながら治ってきているのを実感しています。(吉田麻衣) 

 

・新登場 

          熊本県産 特別栽培 吉田さんのみかん・肥のあけぼの 

          兵庫県産        志儀さんの丹波篠山早生黒枝豆 

・商品案内変更 

          北海道産        アサヒ娘・・・休止。 

          月間テーマを 9月から 10月に変更。 

          アルファーおすすめの薬味素材の欄終了。 

          兵庫県産        あまたまちゃん・・・価格変更。値上げ。 

          アメリカ産         松茸・・・価格変更。値下げ。 



          アメリカ産         松茸・・・特売。 

          北海道産 特別栽培 中村さんの玉ねぎ・・・L大原体案内掲載。 

          北海道産 特別栽培 フルーツ夢人参(メマンペッ)・・・２S規格を 

数量限定で案内。 

・終了 

          奈良県産        益田さんの奈良玉ちゃん 

          北海道産        和田さんの長いも 

          北海道産 有機栽培 土居さん当麻さんのトマト 

          北海道産 特別栽培 トマトイミニトマト 

          長野県産 特別栽培 志賀高原りんご・サンつがる 

          長野県産        武居さんのハイランドシャインマスカット 

・10月新登場予定 

北海道産        和田さんの畑ごぼう・・・w４１より新登場予定 

北海道産        和田さんの柔らか太ごぼう・・・w４１新登場予定 

青森県産 特別栽培 津軽りんご・サンふじ・・・w４２より新登場予定 

奈良県産        益田さんの平核無柿・・・w４２より新登場予定 

宮崎県産 特別栽培 風土の里芋・・・w４２より新登場予定 

石川県産 特別栽培 加賀美人レンコン・・・w４２より新登場予定 

青森県産 特別栽培 津軽りんご・シナノスイート・・・w43 より新登場予定 

愛媛県産        岡野さんの瀬戸内レモン・・・w43 より新登場予定 

熊本県産        木下さんの濃厚ミニトマト・・・w43 より新登場予定 

奈良県産        益田さんの生落花生・・・w43 より新登場予定 

 

それでは今週も、御注文のほど、何卒よろしくお願いいたします。 

 

有限会社アルファー 

吉田清一郎 


